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社会福祉法人　清豊福祉会

夏
の
食
材
保
存
の
技

　

お
盆
と
は
、
浄
土
か
ら
地
上
に
戻
っ
て
く
る
ご
先
祖

様
の
精
霊
を
お
迎
え
し
、
供
養
す
る
期
間
で
す
。
馬
に

見
立
て
た
き
ゅ
う
り
に
は
『
早
く
帰
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
』、
牛
に
見
立
て
た
ナ
ス
に
は
『
ゆ
っ
く
り
帰
っ
て
く

だ
さ
い
』
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
先
祖
様
が
無
事
に
戻

ら
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
お
盆
の
食
事
を
準
備
し
ま
す
。

お
盆
の
食
事

（
以
上
、
調
理
員　

久
保
）

８月生まれ誕生会
８月生まれは 10 名！色水を使って楽しくお祝いをしました。

　

先
日
、
不
審
者
対
応
訓
練
を
実

施
し
、
実
際
に
不
審
者
が
現
れ
た

場
合
の
対
応
方
法
や
園
内
に
不
審

者
が
侵
入
し
た
場
合
の
避
難
方
法

を
確
認
し
ま
し
た
。
最
も
警
戒
す

べ
き
な
の
が
不
審
者
に
よ
る
園
内

へ
の
『
侵
入
』
で
す
。
繰
り
返
し

訓
練
す
る
こ
と
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。

夏
の
終
わ
り

（
以
上
、
食
育
グ
ル
ー
プ　

松
岡
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

　
夏
休
み
期
間
中
、
二
名
の
高
校

生
が
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
目
線
を
合
わ
せ
、
真

剣
に
向
き
合
う

姿
が
印
象
的
で

し
た
。
今
後
も

継
続
的
に
受
け

入
れ
て
い
く
予

定
で
す
。

（
以
上
、
主
幹
教
諭　

下
窪
）

　

食
材
が
傷
む
原
因
は
、
温
度
や
湿
度
、
微
生
物
、

酸
素
、
酵
素
な
ど
様
々
な
要
素
が
あ
り
ま
す
が
、
特

に
夏
は
温
度
と
湿
度
に
注
意
が
必
要
で
す
。
菌
は

三
十
七
℃
か
ら
四
十
℃
で
繁
殖
し
や
す
く
、
湿
気
の

多
い
場
所
を
好
み
ま
す
。
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
や
ラ
ッ

プ
を
使
っ
て
水
分
や
酸
素
を
排
除
し
、
涼
し
い
場
所
で
保
存
す
る
こ
と
が

効
果
的
で
す
。
ま
た
、
塩
や
酢
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
防
腐
効
果
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
冷
蔵
庫
で
保
存
し
て
も
、
作
り
置
き
の
カ
レ
ー
や

味
噌
汁
な
ど
は
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
食
べ
る

か
、
冷
凍
保
存
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
当
園
も
安
全
な
食
事
提
供
を
常
に

心
が
け
て
い
ま
す
。

給
食
便
り

こども園便り　御所こども園

食
の
安
心
安
全
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社会福祉法人　清豊福祉会

（
以
上
、
看
護
師　

兼
廣
）

　

鹿
児
島
市
か
ら
管
理
栄
養
士
の
長
友
ゆ
か
り
先
生

を
お
招
き
し
、
職
員
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
知
識

を
深
め
る
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
法
人
で
は
毎

年
ア
レ
ル
ギ
ー
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
更
に
最

新
の
情
報
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
卵
の
摂
取
が
五
〜
六
ヶ
月
頃
か
ら
、
推
奨

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
種
実
類(

く
る
み
や
落
花
生)

の
ア
レ
ル
ギ
ー
増
加
の
背
景
に
は
、
食
の
欧
米
化
に

よ
り
、
低
年
齢
か
ら
微
量
の
種
実
類
を
摂
取
す
る
機

会
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
教
わ

り
ま
し
た
。

地
震
『
訓
練
の
大
切
さ
』

　

八
月
八
日
午
後
四
時
頃
、
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
六
弱
の
地

震
が
発
生
し
、
鹿
児
島
市
で
も
最
大
震
度
五
弱
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

室
内
で
遊
ん
で
い
た
し
ゃ
ち
組
の
子
ど
も
た
ち
は
揺
れ
に
驚
き
ま
し
た

が
、
落
ち
着
い
て
机
の
下
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
を
通
じ
て
、
日
頃
の
訓
練
の
重
要
性
や
、
職
員
間
の
連
携
の

難
し
さ
、
そ
し
て
対
応
力
の
課
題
を
実
感
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
机
の
下

に
潜
る
こ
と
で
頭
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、机
が
な
い
場
所
で
は「
ダ

ン
ゴ
ム
シ
ポ
ー
ズ
」
を
取
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
職
員
が
焦
る
こ

と
で
子
ど
も
た
ち
の
不
安
感
を
煽
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
大
声

で
の
や
り
取
り
が
連
携
を
難
し
く
し
た
な
ど
の
反
省
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、
訓
練
や
研
修
を
重
ね
、
職
員
一

同
で
研
鑽
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

☆
ダ
ン
ゴ
ム
シ

ポ
ー
ズ

大
き
な
危
険
に

背
を
向
け
、
ひ

じ
、
ひ
ざ
、
足

の
甲
を
床
に
つ

け
る
。

☆
さ
る
ポ
ー
ズ

机
の
下
で
両
膝

を
床
に
つ
け
、
机

の
脚
を
も
つ
。
体

全
体
が
机
の
下

に
収
ま
ら
な
い

場
合
は
、
頭
を
最

優
先
に
守
る
。

（
以
上
、
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
グ
ル
ー
プ　

境
田
）

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
研
修
　
　
　
八
月
九
日

　

虫
歯
予
防
に
は
『
歯
磨
き
』
が
基
本
で
す
が
、
今
回
は
歯
磨
き
以
外
で

歯
の
健
康
を
守
る
た
め
の
三
つ
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

①
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
食
べ
物
や
飲
み
物
、
む
し
歯

　

に
な
り
に
く
い
食
べ
物
や
飲
み
物
を
知
り
、
食
べ
る

　

時
間
や
回
数
に
注
意
す
る
こ
と

②
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と

③
体
を
た
く
さ
ん
動
か
し
て
丈
夫
な
歯
を
作
る
こ
と

保
健
指
導
　
　
　
八
月
八
日

（
以
上
、
食
育
グ
ル
ー
プ　

山
下
）

健
康
便
り

安
全
便
り
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こども園の２階に
は、大きなプール
があります。笑い
声が響き渡る幸せ
なひとときです。
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模写に挑戦しました。大好きな絵本を一冊選び、絵本を見ながら真似
て描いていきます。見た通りに描く面白さと難しさを感じながら、集
中して取り組んでいました。写真を撮られていることにも気づかない
ほどの集中力です。「オレンジってどうやって塗るの？」「難しいから
イチゴだけ描いてみようかな」といった会話が飛び交い、色への興味
や、簡単なものから挑戦する姿勢が育まれています。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（しゃち組担任：境田）

今月のテーマ『模写』

4 歳児

青い鳥の巣を数えなが
ら描きました。

3 歳児

『たしざん』

永
ながた

田　莉
り こ

子さん
『あおいめ くろいめ ちゃいろのめ』

原
はらぐち

口　道
みちと

人さん

水色の目を、青と白を
混ぜて作りました。

『はるのたんていめいろ』

田
たなか

中　颯
そうま

真さん
5 歳児

障害物をアレンジして
描きました。

3 歳児

『かまきりのちょん』

岩
い わ い だ

井田　小
こはる

晴さん

赤色とピンクは、花を
表現しました。

『からだのみなさん』

吉
よしみつ

満　優
まさき

輝さん
4 歳児

絵本の人物の表情を真
似して描きました。

『どっちがすき？』

北
きたぞの

薗　涼
すずな

苗さん
5 歳児

平仮名を声に出しなが
ら描きました。
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夏
に
伸
び
る
子
ど
も
た
ち
！

　

今
年
の
夏
は
例
年
に
な
い
暑
さ
が
続
き
、
子
ど
も
た
ち
は
思

う
よ
う
に
外
遊
び
が
で
き
な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

   
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
夕
方
の
日
差
し
が
少
し
和

ら
ぐ
時
間
を
見
計
ら
っ
て
、
五
年
生
を
先
頭
に
西
谷
山
小
学
校

の
田
ん
ぼ
に
行
き
、
カ
エ
ル
や
ヤ
ゴ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
観
察
や

採
集
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
ヤ
ゴ
の
餌
と
し
て
ミ
ミ

ズ
や
赤
虫
が
適
し
て
い
る
こ
と
や
、
サ
ナ
ギ
に
な
る
際
に
登
る

た
め
の
草
や
石
が
必
要
な
こ
と
な
ど
、
自
分
た
ち
で
調
べ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
が
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
こ
と
も
、

子
ど
も
た
ち
同
士
で
教
え
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
ま
し
た
。

　
室
内
で
は
、
ミ
サ
ン
ガ
作
り
や
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
の
籠
作

り
に
取
り
組
み
、
高
学
年
の
子
ど
も
た
ち
が
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
に
教
え
な
が
ら
楽
し
く
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
休
み
、子
ど
も
た
ち
は
長
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
、

多
く
の
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
お
互
い
の
の
つ
な
が
り
が
深

ま
り
、
成
長
を
実
感
で
き
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

児童クラブ便り　児童クラブ未来

（
以
上
、
ク
ラ
ブ
長　

高
﨑
）

　

私
の
お
す
す
め
は
、
市
内
か
ら
車
で
約
一
時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
る
祁
答

院
町
の
藺
牟
田
池
で
す
。
直
径
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
火
山
湖
で
、
水
鳥

や
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
の
生
息
地
と
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
池
の
周
り
に
は
、
約
三
十
分
で
一
周
で
き
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
が

あ
り
、
家
族
で
自
然
散
策
や
ボ
ー
ト
遊
び
、
釣
り
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
二
人
乗
り
自
転
車
や
ボ
ー
ト
、
釣
り
道
具
（
餌
付
き
）
は
近

く
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
釣
っ
た
魚
は
外
来
種
な
の
で
、
生
態
系
を
守

る
た
め
に
一
匹
十
円
で
買
い
取
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
然
に
つ
い
て

学
べ
る
施
設
『
ア
ク
ア
イ
ム
』
も
あ
り
ま
す
。

　
数
十
年
前
、
宮
之
城
（
現
在
の
さ
つ
ま
町
）
に
住
ん
で
い
た
際
、
小
さ

な
子
ど
も
二
人
を
連
れ
て
何
度
か
藺
牟
田
池
に
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
親

子
で
楽
し
み
な
が
ら
自
然
の
大
切
さ
を
感
じ
取
れ
る
、
素
晴
ら
し
い
体
験

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
以
上
、
放
課
後
児
童
支
援
員
補
助　

新
郷
）

私
の
お
す
す
め

田んぼでヤゴとり

籠作り
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（
記
者　

井
上
・
木
村
・
川
畑
・
鈴
・
東
・
一
氏
）
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今月の コラム

2 歳を過ぎると、行動範囲が広がり、身の回りのことや目にしたものに対する興味が
広がります。知らないことやわからないことが多いため「なんで？」「どうして？」
と質問することが増えます。これが、『なぜなぜ期』と言われる時期です。園でも２
歳児の子どもが、「ゾウさんの鼻は、どうして長いの？」と聞いてきました。今回は、

『なぜなぜ期』の関わり方と、それに伴う子どもの成長についてお伝えします。

「なぜなぜ期」の関わり方

園でも、好奇心いっぱいの子どもたちが「なんで？」「どうして？」と疑問に感じた
ことを聞いてきます。保育者は同じ目線になって寄り添いながら考え、子どもが自分
で考えられる機会が持てるようにしています。家庭でも、忙しいときに立て続けに質
問されると疲れてしまうこともありますが、親子で楽しく『なぜなぜ期』を過ごせる
と良いですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、広報グループ）

好奇心と思考力が伸びる‼

なんて答えてあげたらいいの？

お母ちゃん、
ゾウさんの鼻は
どうして長いの？

なんでかな～？
どうしてだと思う？調べ
てみよっか ‼︎

子どもは、疑問に感じた
ことを何でも聞いてきま
す。「わからない」「知ら
ない」の一言で終わらせ
るのではなく、「どうし
てなんだろう？」と答え
て、一緒に調べたり考え
たりすることで、『知り
たい』という気持ちが満
たされます。

なぜなぜ期（２歳〜６歳頃）の子どもは、脳の発達とと
もにたくさんのことを吸収できるようになります。好奇
心が高まり、思考力も伸びると言われています。大人が
知りたい気持ちを満たしてあげることで、子どもの好奇
心を伸ばしてあげることに繋がります。
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山を眺めると、紅葉が始まりつつある木々が少しずつ目に入るようになりました。秋
の気配が漂い始めていますが、日中はまだ暑さが続いており、もうしばらくエアコン
が必要ですね。小さな子どもにとって、適切な温度管理はとても重要です。︎今回は、
身体への負担が少ない温度と湿度設定についてご紹介します。

秋のエアコンどう使う？

8 月の終わりから暦の上では秋になりますが、鹿児島では気温の高い日が続く見込み
です。活発に遊びながら成長する子どもたちは、自ら温度管理をすることが難しいた
め、熱中症や感染症のリスクを避けるためにも、エアコンを上手に活用して快適な生
活環境を整えてあげましょう。　　　　　　　　　　　　（以上、環境向上グループ）

身体への負担が少ない温度と湿度設定

・気温差：屋内外の気温差は± 5℃以内が望ましいです。
・�冷房の湿度設定：冷房は 26 〜 28℃に設定するのが望

ましいです。
・�昼寝時の冷房：赤ちゃんが午後の昼寝をする際は、冷

房を切るか、冷風が直接当たらないようにしましょう。
・�湿度管理：湿度は 60％前後を保つように心がけてく

ださい。

園で行っている温度管理

・予冷：外遊び中や午睡前に予冷を行なっています。
・�温度・湿度管理：各保育室に温度計・湿度計付き電波

時計を設置し、適時確認を行なっています。
・�換気：適度な換気を行い、空気の入れ替えを実施して     

います。
・湿度調整：加湿器を使用して湿度を調節しています。
・空気循環：扇風機を活用して空気を循環させています。

セバストガチョウ号　７月号8
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保育園便り　 御所季の子保育園

夕
涼
み
会
　
　
　
八
月
三
日

　

暑
い
中
で
し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
浴
衣

姿
が
と
て
も
可
愛
く
、
夏
の

思
い
出
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

作
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。

　

今
年
の
夏
は
記
録

的
な
猛
暑
で
し
た
。

連
日
、
三
十
度
を
超

え
る
暑
い
八
月
で
し

た
が
、
ど
の
ク
ラ
ス

も
プ
ー
ル
活
動
や
泥

ん
こ
遊
び
を
体
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
そ
う
な
の
で
、

水
分
補
給
を
こ
ま
め
に
行
い
、
活
動
と
休

息
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
過
ご
し
て

い
き
ま
す
。

避
難
訓
練
出
向
　
　
　
八
月
五
日　
　
　

　

郡
元
分
遣
隊
か
ら
消
防
士
の
方
が
来

て
、
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
消
防
士

の
方
か
ら
「
火
事
で
逃
げ
る
と
き
は
、
押

さ
な
い
、
駆
け

な
い
、
し
ゃ
べ

ら
な
い
、
戻
ら

な
い
」
こ
と
が

大
切
だ
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
と
て
も

良
い
経
験
が
で

き
ま
し
た
。

（
以
上
、
主
任
保
育
士　

永
田
）
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（
以
上
、
看
護
師　

田
代
）

健
康
便
り

給
食
便
り

プ
ー
ル
熱
と
は

　

流
行
す
る
時
期
は
、
主
に

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
で
す
。

別
名
『
咽
頭
結
膜
熱
』
と
も

い
わ
れ
る
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
症
で
す
。
名

前
の
通
り
、咽
頭
炎
と
結
膜
炎
を
起
こ
し
ま
す
。プ
ー

ル
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
プ
ー
ル
熱

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
飛
沫
や
経
口
感
染
に
よ
り

プ
ー
ル
以
外
で
も
感
染
し
ま
す
。

観
察
の
ポ
イ
ン
ト

・
高
熱
が
四
日
か
ら
五
日
持
続
す
る
こ
と
が
多
い

・
鼻
汁
や
軽
度
の
咳
を
認
め
る

・
下
痢
や
腹
痛
を
認
め
る
こ
と
も
あ
る

・
潜
伏
期
間
は
五
日
か
ら
七
日
間

　

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
に
は
五
十
種
類
近
く
の
タ
イ
プ

が
あ
り
、
普
通
の
か
ぜ
症
状
だ
け
で
終
わ
る
場
合
も

多
い
一
方
、
肺
炎
、
胃
腸
炎
、
結
膜
炎
を
起
こ
す
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
風
邪
症
状
だ
け
だ
と
判
断
せ
ず

に
、
症
状
が
あ
る
と
き
に
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
看
護
師　

下
之
薗
）

【
作
り
方
】

①
な
す
は
五
ミ
リ
幅
の
輪
切
り
に
し
、
ピ
ー
マ
ン
は

　

三
ミ
リ
幅
の
輪
切
り
に
す
る

②
鉄
板
に
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
を
敷
き
、
な
す
を
並

　

べ
て
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
を
塗
り
、
ピ
ー
マ
ン
を
乗
せ

　

て
、
チ
ー
ズ
を
散
ら
す

③
一
八
〇
度
に
予
熱
し
た
オ
ー
ブ
ン
で
、
ア
ル
ミ
ホ

　

イ
ル
を
被
せ
て
五
分
ほ
ど
蒸
し
焼
き
に
す
る

④
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
取
り
、
チ
ー
ズ
に
焦
げ
目
が
つ

　

く
ま
で
五
～
一
〇
分
ほ
ど
焼
い
て
完
成　
　

八
月
の
献
立
よ
り

『
な
す
の
ピ
ザ
焼
き
』

【
材
料
】（
五
人
分
）

□
な
す
…
…
…
…
…
…
五
〇
㌘

□
ピ
ー
マ
ン
…
…
…
…
三
五
㌘

□
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
…
…
二
五
㌘

□
と
ろ
け
る
チ
ー
ズ
…
一
〇
㌘

（
以
上
、
調
理
員　

百
枝
）
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『
食
』
を
通
じ
た
地
域
と
の
つ
な
が
り

徳留様『鹿児島真砂町店』

古垣様『鹿児島東郡元店』

日時：令和 6 年 9 月 7 日（土）
　　   18 時〜 20 時
場所：御所季の子保育園
　　　（鹿児島市新栄町 26-31）
　　　駐車場有
料金：高校生以下無料
　　　大人　300 円

次回予告

　

今
年
七
月
よ
り
、
株
式
会
社
セ

ブ
ン–

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が

新
た
に
子
ど
も
食
堂
支
援
の
取
り

組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
、
鹿
児
島
県
内
の
加
盟
店

オ
ー
ナ
ー
に
呼
び
か
け
、
店
舗
で

の
入
れ
替
え
商
品
を
子
ど
も
食
堂

に
寄
贈
す
る
活
動
で
す
。

　

こ
ど
も
食
堂
『
農
の
子
』
で
は
、

鹿
児
島
真
砂
町
店
お
よ
び
鹿
児
島

東
郡
元
町
店
と
連
携
し
、
売
れ
残

り
商
品
や
値
下
げ
商
品
を
提
供
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
商
品
は
、
子
ど
も
食

堂
の
食
材
と
し
て
使
用
す
る
ほ

か
、
来
店
し
た
子
ど
も
た
ち
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
商
品
を

受
け
取
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
と

て
も
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
当
食
堂

で
は
鹿
児
島
子
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
介
し
、
こ
れ
ま
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
企
業
や
団
体
と
つ
な
が

り
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

食
を
通
じ
た
地
域
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
広
げ
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
よ
り

よ
い
居
場
所
を
作
れ
る
よ
う
に
、

積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
以
上
、
調
理
員　

百
枝
）

あ
り

が
と
う

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
朝
晩
は
少
し
ず
つ

涼
し
く
な
り
、
過
ご
し
や
す
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

八
月
八
日
に
は
、
宮
崎
を
震

源
地
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、

鹿
児
島
県
で
も
大
き
な
揺
れ
を

感
じ
ま
し
た
。
私
は
地
震
発
生

時
、
自
宅
に
い
ま
し
た
が
、
洗

濯
物
や
家
具
が
揺
れ
て
と
て
も

怖
か
っ
た
で
す
。
こ
ど
も
園
の

お
友
だ
ち
も
、
机
の
下
に
避
難

し
た
り
、
逃
げ
る
準
備
を
し
た

り
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。
実
際

に
私
も
怖
く
な
り
、
防
災
グ
ッ

ズ
を
買
い
に
行
き
ま
し
た
が
、

防
災
グ
ッ
ズ
や
備
蓄
用
品
は
売

り
切
れ
が
多
い
よ
う
で
す
。今
、

世
の
中
が
防
災
に
敏
感
に
な
っ

て
い
る
中
、
私
も
備
え
を
万
全

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
の
セ
バ
ス
ト
ガ
チ
ョ
ウ

号
も
お
楽
し
み
に
！　
（
前
田
）

Ｇは御所のＧ。Ｋは風の子のＫ。M は季の子、未来のＭ。
ここでは、各施設に関する様々な情報をお送りいたしま
す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2024 年 9 月 1 日発行

〒 891-0116　鹿児島市上福元町 5682 番地　御所こども園　TEL:099- 268 - 5122　e-mail:info-gosho@seihoufukushikai.jp　HP:https://seihoufukushikai.jp　 

　発行・編集／社会福祉法人清豊福祉会福祉会広報グループ　　印刷／御所こども園　7 月 21 日〜 8 月 20 日の記事を掲載しています

セバストガチョウ号


